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いとされている O しかし 出生児にどのような機能障害が存在するかは数年を経てみないと明確には分らなし」さ
らに，一部の学説からは，体外受精技術は，未だ実験段階にあるとさえ言われている。このような状況に鑑みれば，
これらの処置を臨床応用するにはできるだけ慎重たるべきであろう。








アンケートの結果を踏まえたうえで総括をなすと 次のようになる O 即ち代理母に関しては，学説上に反対する
見解が多くみられるが，一般人の意識においては必ずしも全面的反対の比率は高くない。但し，完全な放任ではなく，
何らかの形の規制は必要である O 代理母に関する法的規制を考えるうえでは，医学界からの反応が現在急務であると
いえるのみならず，医学界と法学界との連係も必要である O
論文審査の結果の要旨
本論文は，生殖医療技術の進歩がもたらした諸問題に関する国民の意識調査を行うことによって，代理母や借り腹
による出産に対しての社会的反応を検討したものである。代理母や借り腹による出産は現在わが国では行われていな
いが，海外で行っている例があるにも関わらず，この種の研究は未だ認められず，法医社会医学の論文として価値あ
るものであり，博士(医学)の学位を授与するに値するものと認める O
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